
 

 

 

 

 

 アメリカの学校は、９月に新学期が始まり、５月下旬から６月に終わります。 

派遣先の学校(SJS)も６月 12 日で今年度が終わりました。６月 13 日から９月２日までが夏休みです。日本の学

校の夏休みと比べ、とても長いことに驚きですね。今月号では、夏休みに入る前の学校の様子をお伝えします。 

七夕の紹介（日本文化の授業） 

 学校は６月の第１週目で今年度の授業がすべて終わりとなりました。その

ため、七夕についての学習を５月の後半の授業を使い、数回に分けて紹介し

ました。生徒の保護者が竹を何本も提供してくださり、授業で作った折り紙

の七夕飾りや願い事を書いた短冊を笹に飾り、学校のホールに置きました。

小学４，５年生の子どもたちは、将来の夢について短冊に日本語で記入しま

した。「いしゃになりたいで

す」「サッカーせんしゅにな

りたいです」「アニメーター

になりたいです」この一年を

かけて学んだひらがなとカ

タカナを使って一生懸命書

いていました。縦書きで字を

書くというのも、彼らにとっては珍しい経験でした。中高生は、

これまで習ったいろいろな文型を使って願い事を書きました。

中には、「○○さん（友人の名）にしあわせになってほしいで

す」「また日本に行きたいです」と書かれた短冊もありました。児童生徒たちの願い事が７月７日に天に届きま

すように。 

 今年度最後の文化の授業では、七夕飾りを見ながら、手巻き寿司を作って食べました。「七夕手巻き寿司パー

ティー」です。以前に紹介した際、不評だったツナマヨネーズも、日本のマヨネーズの味を知った子どもたちに

人気の具材としてすっかり定着していました。ちなみに、一番早くなくなってしまった具材はカニカマでした。 

   

         七夕手巻き寿司パーティー               SJSの七夕飾り 

（生徒だけでなく、保護者にも英語で書いてもらいました） 

 

 



Japan Trip Presentation 

 ３月に２週間日本に修学旅行に行っていた中高生 21 人が、日本語で修

学旅行についてまとめ、プレゼンテーションを行いました。一人５～10

分にまとめ、すべて日本語で発表しました。当日は、多くの保護者も見に

来られました。保護者は日本語が分からないのですが、日本語だけで５分

以上もプレゼンを行った生徒に感激しておられました。生徒の中には、「富

山と広島が一番良かった」と合掌造りの写真を見せながら言っていた子も

いました。発表後、保護者向けに短く英語で要約をした生徒もいました。

その中で「日本には古い建物がたくさん残されていることに驚いた。しか

し考えてみると、200年ちょっとの歴史しかないアメリカと比べ、2000年

もの歴史がある日本にたくさんの歴史的な建物があるのは当然だと思った」

とコメントした女子生徒がいました。自分の国以外を知ることで、自分の

国について考える一つのきっかけになったのだろうと思い、10代という若

いうちに異文化について学習したり、外国に行ってじかに見たりすること

の大切さを改めて感じました。 

期末テスト 

 一年間の学習の集大成、期末テストは３日間をかけて行われました。英語、数学、社会、理科、日本語の５科

目です。科目によっては、プレゼンテーションが期末テストというものもあったようですが、ほとんどの科目は

筆記テストの形式で行われていました。時間は 90 分間です。小学４，５年生の社会のテスト問題をあとで見せ

てもらいましたが、日本のような暗記型の設問よりも、記述式の設問が多く、その違いに驚きました。欧米とア

ジアの学習スタイルの違いを感じました。私の担当する初級日本語は、授業時間に口頭試験、期末テスト期間に

カタカナの五十音表をすべて埋める筆記テストを行いました。９月からの９ヶ月ちょっとでひらがなとカタカナ

をほぼすべて覚えた子どもたちに改めて感激しました。 

Field Day 

 日本でも年度末に球技大会が行われる学校があると思いますが、

SJSでも年度末に Field Dayが行われました。日本語に直すと「運動

会」ですが、今回は本格的なものではなく、午後から２時間をかけて

行われたミニ運動会というような感じでした。競技は、５つのアドバ

イザリー（ホームルーム）対抗で行われました。水入れ競争、サッカ

ー、バレーボール、相撲、しっぽ取りの５つの競技で争われました。

相撲やしっぽ取りは日本のものを取り入れています。相撲は女子にも人気でした。優勝は、「瀬戸内海」クラス

でした。２学期末に行われた Field Dayも「瀬戸内海」クラスが優勝したので、２連覇でした。当日は、大変よ

い天候に恵まれ、たったの２時間でも、終わったあとの子どもたちの顔は、日焼けをして真っ赤になっていまし

た。競技後にはうれしそうにアイスキャンディーを食べていました。 

 

 

 



Awards Night 

 SJS では、年度末に Awards Night という学校行事が開かれ

ます。この１年間で児童生徒ががんばって取り組んだことに対

して表彰するというセレモニーです。児童生徒以外にも、ボラ

ンティアで積極的に学校をサポートしてくださった保護者の

方々に対しても表彰がありました。生徒の表彰のカテゴリーは、

生徒会活動、スポーツ、文化活動、リーダーシップ、大学の授

業の単位取得、ボランティア活動など、20個以上もありました。

生徒たちは事前に、左手で賞状を受け取り、右手で握手すると

いう動作や壇上への出入りを練習し、その日の夜、本番を迎え

ました。本番ではドレスアップしている生徒も多く、アメリカだなあと改めて思いました。このセレモニーのあ

とはダンスパーティーも開かれ、高校生たちが友達と楽しそうに踊っていました。 

   Awards Night 後のダンス 

卒業式 

 ６月８日(土)の夜７時から、SJSの卒業式が行われました。今年の卒業生

は１名でした。SJSは４年生から 12年生 88名の小さな学校なので、９年

生(高校１年)になったら、大きな普通の公立高校へ変わる生徒も多くいるた

め、今年の卒業生にも以前は同級生が数名いたそうですが、みんな他校へ

転校していったそうです。しかし、かつての同級生たちも式を見に来てい

ました。卒業生の服装は、ガウンに帽子というアカデミックドレスです。

皆さんも外国の映画などで一度は目にしたことがあると思います。日本の

卒業式は厳粛な雰囲気の中行われますが、アメリカの卒業式は踊りながら

の卒業生入場から始まり（SJSだけかもしれませんが）、参列者からの掛け

声あり、笑いを誘う祝賀スピーチあり・・・と聞いていたとおり、日本と

はまったく違った雰囲気の中行われました。しかし、卒業生の SJSでの９

年間を振り返ったスピーチや Diploma(卒業証書)を受け取る様子を感慨深

げに見ておられるご両親の様子に、保護者の思いはどこの国も同じなのだ

と思いました。ご卒業、おめでとうございます。 

イヤーブックとポットラックピクニック 

 ６月 12 日は今年度の学校最終日でした。アメリカには終業式はありません。この日、生徒たちはイヤーブッ

クへのサインで大忙しでした。イヤーブックとは、一年間の学校生活の思い出をまとめた写真アルバムで、日本

の卒業アルバムのようなものです。しかし、卒業生のためだけのものではなく、全校生徒が対象です。イヤーブ

ックを購入し（25ドルでした）、手にした子どもたちは、表紙裏のスペースに先生や友達にメッセージとサイン



を書いてもらっていました。 

 このイヤーブックへのサインアップのあと、グラウンドへ出てポットラックピクニックが行われました。食べ

物は、生徒の保護者が家庭から持ってきてくださったものです。 

 こうして、アメリカの学校の一年間が終わりました。これから２ヶ月半という長い長い夏休みが始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

UFO フェスティバル（マクミンビル） 

 ５月 17、18 日、私がホームステイをしている街、マクミンビルのダウン

タウンで、UFO フェスティバルが開かれました。何でも昔、マクミンビル

で UFO が目撃され、それが新聞で報道され、マクミンビルでは UFO を見

ることができると有名になり、このフェスティバルも毎年開催されるように

なったそうです。UFO 研究者による真面目なレクチャーがあったかと思う

と、映像コンテストや音楽ライブ、仮装パレードもありました。パレードでは、出場者ではない観客の中にも、

思い思いの宇宙人衣装に身を包み沿道でパレードを見ている人もいました。 

バラの街・ポートランドのローズフェスティバル 

 ５月の下旬から６月の中旬にかけて、オレゴン州最大の都市ポートランドでは、「ローズフェスティバル」が

毎年開催されています。1907 年に始まった歴史あるフェスティバルだそうです。期間中、ウィラメット川沿い

の公園には、入場料７ドルで入れる仮設のイベント会場 City Fairが設置されています。中には、ライブなどを

行うステージや食べ物を売るフードコート、移動遊園地があるそうです。また、軍艦の中を自由に見学できたり、

ドラゴンボートレースが行われたりしています。中でも最大のイベントは、スターライト・パレードとグランド・

フローラル・パレードです。企業や団体のほかにも、ポートランド近郊の高校のマーチングバンドもたくさん出

場していました。昼間に行われるグランド・フローラル・パレードでは、たくさんの生花で飾られたフロート（山

車）も次々に通り過ぎていき、とても華やかでした。沿道は、何時間も前から場所取りをして楽しみに待ってい

た人たちであふれ、大変賑わっていました。 

  
City Fairの入り口 スターライト・パレード 



＜グランド・フローラル・パレード＞ 

  

  

   

＜ワシントンパーク内にあるバラ園＞ 

 

 

 

 

 

 

 

高校生のマーチングバンド ポートランド地域の高校３年生から選出されるローズプリンセス 


